
町
政
を
問
う

一般質問の原稿は、質問者の提出原稿をもとに一部校正しています。

町政を問う　一般質問

一般質問　目次

一般質問では、議員が町に対して、町政全般にわたって施策を問いただす。
３月定例会では８人の議員が登壇し、一般質問を行った。
　議会だよりでは、質問と答弁の要旨をまとめており、全文記録（会議録）は
町ホームページに掲載している。

質問項目 質問者 ページ

長洲中暴力事件に伴う答弁について
質問を歪曲せず真面目に答えよ 濱㟢　　久 10

外国人と共に安全で暮らしやすい環境を！ 前田美和子 11

学校給食費の保護者負担の完全無償化、
一部助成を求める 林　　敏哉 12

豊かな心と健やかな体の育成とは 荒木　睦子 13

地域や組織を改善するために職員の政策形成
能力の向上を 竹本　信次 14

閉校する両中学校の記録の保存と継承は 福本みや子 15

ＬＩＮＥで個人情報のやりとりをしていないか 磯野　　博 16

旧長洲中学校の今後の利活用について 浦邊　朝章 17
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町
政
を
問
う

平
成
31
年
３
月
定
例
会
で
、
学
校

教
育
課
長
が
「
生
徒
か
ら
聞
き

取
っ
た
メ
モ
を
取
り
ま
と
め
た
も

の
は
な
い
。」
と
答
弁
し
た
。 

 

　

令
和
４
年
９
月
定
例
会
で
、
教

育
長
が
、「
私
ど
も
教
育
委
員
会
の

答
弁
で
は
取
り
ま
と
め
た
も
の
は
な

い
と
い
う
発
言
は
し
て
お
り
ま
せ

ん
の
で
、
矛
盾
す
る
回
答
は
し
て
お

り
ま
せ
ん
。」
と
答
弁
し
た
。 

 
　
し
か
し
そ
の
後
、
令
和
５
年
12
月
定

例
会
で
、
部
下
の
課
長
が
発
言
し
て
い

た
と
記
録
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
教
育
長

が
認
め
た
。
本
当
に
理
解
し
て
認
め
た

の
な
ら
住
民
に
謝
罪
す
べ
き
で
は
な
い

か
。
１
年
３
か
月
に
わ
た
っ
て
否
定

し
て
い
た
の
だ
か
ら
何
回
謝
罪
し
て

も
い
い
は
ず
だ
が
。 

 
 

　
前
回
の
答
弁
は
、
取
り
ま
と
め
た
も

の
は
な
い
と
答
弁
し
た
こ
と
は
誤
り

で
、
本
当
は
発
言
し
て
い
た
と
い
う
謝

罪
の
答
弁
だ
っ
た
の
か
伺
う
。 

 

　
い
わ
ゆ
る
、
前
回
令
和
５
年
12
月
の

答
弁
は
、
矛
盾
す
る
回
答
は
し
て
い
な

い
と
答
え
た
が
、
発
言
し
て
い
た
ん
だ

と
い
う
謝
罪
の
答
弁
だ
っ
た
の
か
。

答
（
教
育
長
）  

ご
迷
惑
を
お
か
け
し
た
こ
と
に
対

し
て
謝
罪
し
た
も
の
だ
。

問
資
料
（
ア
ン
ケ
ー
ト
）
が
存
在
す

る
こ
と
を
、
報
道
さ
れ
る
ま
で
な

ぜ
隠
し
た
か
。

答
（
教
育
長
）  

裁
判
所
が
証
拠
書
類
と
し
て
受
け

付
け
た
以
上
、
証
拠
漏
え
い
に
な
る
と

し
て
、
報
告
で
き
な
か
っ
た
。

問
平
成
30
年
９
月
の
答
弁
で
、
課
長

は
説
明
を
失
念
し
た
と
し
て
い
る

が
、
整
合
性
を
問
う
。
ど
ち
ら
が
本
当

か
。

長洲中暴力事件に伴う答弁について
質問を歪曲せず真面目に答えよ

答

濱
はま
㟢
さき
　久

ひさし

議員

矛盾する回答はしていないと答えたが
発言していたことを謝罪する

町教育委員会

説
明
を
失
念
し
て
い
た

資
料
が
存
在
す
る
の
に

　
報
道
さ
れ
る
ま
で
な
ぜ
隠
し
た
か

答

答
（
学
校
教
育
課
長
） 

 

新
聞
報
道
よ
り
対
応
が
遅
れ
、
失

念
し
た
と
お
詫
び
申
し
上
げ
た
。

問
同
年
９
月
定
例
会
で
質
問
し
た

が
、
一
切
答
弁
が
な
か
っ
た
が
。

答
（
学
校
教
育
課
長
） 

 

私
ど
も
か
ら
報
告
が
で
き
な
い
と

い
う
こ
と
で
、
し
て
い
な
い
。

問
私
が
質
問
し
た
翌
日
、
新
聞
は
資

料
の
存
在
を
報
道
し
た
。
本
当
に

公
表
が
で
き
な
い
の
な
ら
新
聞
も
報
道

で
き
な
い
は
ず
。
そ
れ
は
言
い
訳
で
は

な
い
か
。

答
（
学
校
教
育
課
長
）

弁
護
士
の
指
示
も
な
く
発
言
は
で

き
な
い
と
思
っ
て
い
た
の
で
、
報
告
は

差
し
控
え
た
。

問
矛
盾
す
る
回
答
は
ど
う
処
分
す
る

つ
も
り
か
。

答
（
教
育
長
）  

認
識
の
不
足
に
よ
り
、
誤
り
を
訂

正
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
謝
罪
を
申
し
上

げ
る
。
矛
盾
す
る
答
弁
に
つ
い
て
は
こ

の
場
で
訂
正
し
、
処
理
さ
せ
て
い
た
だ

き
た
い
。
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町
政
を
問
う

一般質問の原稿は、質問者の提出原稿をもとに一部校正しています。

前
まえ
田
だ
美
み
和
わ
子
こ

議員

連絡協議会や相談窓口を
開設し、共生社会を目指している答

外国人と共に安全で暮らしやすい
環境を！

少
子
高
齢
化
で
生
産
年
齢
人
口
が
減

少
し
、
労
働
力
不
足
を
招
い
て
い

る
中
、
外
国
人
は
重
要
な
働
き
手
と

な
っ
て
い
る
。
20
人
に
１
人
が
外
国
人

と
増
加
し
て
お
り
、
各
区
に
居
住
し
て

い
る
。
共
に
安
全
で
暮
ら
し
や
す
い
環

境
づ
く
り
が
求
め
ら
れ
て
い
る
が
、
取

組
は
。

答
（
町
長
） 

 

外
国
人
受
入
事
業
者
等
連
絡
協
議

会
を
設
置
し
、
情
報
や
意
見
交
換
を
行

い
、
関
係
者
の
連
携
強
化
を
図
っ
て
い

る
。

　
ま
た
、
役
場
一
階
に
外
国
人
相
談
窓

口
を
開
設
し
て
お
り
、
昨
年
は
４
６
９

件
の
相
談
が
あ
っ
た
。 

 
 

　
外
国
人
に
対
し
て
は
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ

ク
で
町
や
生
活
に
必
要
な
情
報
を
発
信

し
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
防
災
メ
ー
ル
で

の
周
知
を
多
言
語
で
行
っ
て
い
る
。

問
協
議
会
で
の
課
題
や
解
決
に
つ
い

て
、
各
区
に
必
要
な
内
容
は
共
有

さ
れ
て
い
る
の
か
。

答
（
ま
ち
づ
く
り
課
長
）

今
後
周
知
を
し
て
い
く
と
同
時

に
、
課
題
に
つ
い
て
直
接
地
域
の
相
談

は
受
け
て
お
り
、
各
区
長
と
連
携
を
進

め
て
い
き
た
い
。

問
外
国
人
の
転
入
の
手
続
き
は
。

答
（
住
民
環
境
課
長
） 

 

手
続
き
は
通
訳
を
介
し
て
行
い
、

区
長
の
連
絡
先
を
伝
え
、
連
絡
を
お
願

い
し
て
い
る
。

問
外
国
人
が
増
加
す
る
中
、
緊
急
時

の
連
絡
先
の
把
握
も
必
要
で
あ

り
、
ま
た
、
区
、
町
、
企
業
の
役
割
も

明
確
に
す
る
必
要
が
あ
る
。
赤
田
区
や

上
沖
洲
区
で
は
、
長
年
に
わ
た
り
企
業

と
連
携
し
、
外
国
人
は
区
民
と
し
て
の

理
解
を
深
め
、
安
全
に
楽
し
く
暮
ら
し

て
い
る
。
共
生
社
会
の
モ
デ
ル
地
区
と

し
て
、
他
の
地
区
に
推
進
し
て
は
。

答
（
ま
ち
づ
く
り
課
長
）  

地
域
に
住
ん
で
も
ら
い
、
良
か
っ

た
と
思
え
る
活
動
や
取
組
を
推
進
し
て

い
く
。

問
育
成
就
労
制
度
導
入
の
中
、
環
境

を
整
備
し
て
外
国
人
が
住
ん
で
楽

し
い
と
思
え
る
ま
ち
づ
く
り
の
構
築
が

人
口
の
流
出
を
抑
え
、
ま
ち
の
発
展
に

つ
な
が
る
の
で
は
。

答
（
町
長
） 

 

外
国
人
も
地
域
社
会
に
貢
献
し
て

い
る
貴
重
な
住
民
で
あ
り
、
そ
の
労
働

力
は
不
可
欠
と
な
っ
て
い
る
。
今
後
、

水
産
業
、
養
魚
業
等
を
考
え
る
中
で
、

外
国
人
が
安
全
安
心
に
住
む
こ
と
が
で

き
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
く
。

未来館ふれあいフェスタに参加した
外国人実習生

区役にはげむ外国人実習生
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町
政
を
問
う

全
国
的
に
も
近
隣
自
治
体
で
も
保
護

者
負
担
の
無
償
化
や
一
部
助
成
を

行
っ
て
い
る
自
治
体
が
増
え
続
け
て
い

る
。
こ
れ
は
保
護
者
の
経
済
的
負
担
の

軽
減
に
よ
り
、
子
育
て
支
援
や
食
育
の

推
進
、
人
材
育
成
、
少
子
化
対
策
等
、

波
及
効
果
を
も
た
ら
し
喫
緊
の
課
題
だ

と
考
え
る
が
。

答
（
教
育
長
）  

学
校
給
食
法
第
11
条
の
規
定
に
基

づ
き
、
保
護
者
負
担
が
原
則
で
あ
る
と

認
識
し
、
現
在
の
と
こ
ろ
無
償
化
、
一

部
助
成
の
予
定
は
な
い
。

問
「
経
済
的
に
困
窮
し
て
い
る
世
帯

に
は
、
就
学
援
助
や
生
活
保
護
費

と
し
て
公
費
で
負
担
し
て
い
る
。」
と

答
弁
が
あ
っ
た
が
、
公
費
負
担
率
は
全

体
の
何
割
か
。

答
（
学
校
教
育
課
長
）

全
児
童
生
徒
数
に
占
め
る
割
合
は

約
10
％
で
あ
る
。

問
熊
本
県
内
で
は
、
11
の
市
町
村
が

小
中
学
校
給
食
費
の
完
全
無
償
化

を
実
施
し
、
12
の
市
町
村
が
一
部
助
成

を
実
施
し
て
い
る
。
急
速
に
増
え
て
き

て
い
る
、
こ
の
背
景
に
は
何
が
あ
る
と

考
え
ら
れ
る
か
。

答
（
教
育
長
）  

子
ど
も
の
貧
困
対
策
と
し
て
、
子

ど
も
達
に
対
す
る
サ
ー
ビ
ス
提
供
の
手

段
と
し
て
、
各
自
治
体
の
政
策
的
な
考

え
の
下
に
実
施
さ
れ
て
い
る
と
思
う
。

問
「
こ
ど
も
未
来
戦
略
」
の
中
の
「
加

速
化
プ
ラ
ン
」
に
具
体
的
政
策
が

明
記
さ
れ
て
い
る
が
、「
学
校
給
食
費

の
無
償
化
」
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
な
政

策
を
打
ち
出
し
て
き
た
か
。

答
（
学
校
教
育
課
長
） 

 
 

「
加
速
化
プ
ラ
ン
」
に
は
「
学
校

給
食
の
無
償
化
」
は
明
確
に
は
記
載
さ

れ
て
い
な
い
。

問
昨
年
９
月
定
例
会
で
も
町
長
よ
り

「
国
の
動
向
を
注
視
す
る
」
と
答

弁
が
あ
っ
た
が
、
国
の
動
向
は
先
送
り
、

棚
上
げ
状
態
が
現
状
で
あ
り
、
い
つ
ま

で
国
の
動
向
を
注
視
す
る
の
か
。
全
国

や
近
隣
自
治
体
で
急
ピ
ッ
チ
に
制
度
が

確
立
さ
れ
る
中
、
国
が
本
腰
を
上
げ
て

取
組
ま
な
い
の
で
あ
れ
ば
、
本
町
が
国

を
リ
ー
ド
し
、
実
施
す
る
必
要
が
あ
る

の
で
は
な
い
か
。

答
（
町
長
） 

 

財
源
の
確
保
が
一
番
重
要
な
問
題

で
あ
り
、
国
か
ら
政
策
が
出
な
い
の
で

あ
れ
ば
、
財
源
の
確
保
を
い
か
に
行
う

か
検
討
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

結
び
ど
う
す
れ
ば
、
新
た
な
持
続

可
能
な
財
源
の
捻
出
、
確
保

が
出
来
る
か
を
考
え
る
の
が
、
町
の
最

高
責
任
者
で
あ
る
町
長
の
任
務
で
は
な

い
か
。
町
長
の
決
断
だ
と
思
う
。
町
が

取
組
ま
な
れ
け
ば
な
ら
な
い
優
先
課
題

だ
。

財源の確保をいかに行うか検討が必要だ答

林
はやし
　敏

とし
哉
や

議員

学校給食費の保護者負担の完全
無償化、一部助成を求める

全国や近隣自治体で急速に
進む学校給食の無償化

潮さい（R6.5.15 No.157）潮さい（R6.5.15 No.157）
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町
政
を
問
う

一般質問の原稿は、質問者の提出原稿をもとに一部校正しています。

教
育
振
興
基
本
計
画
の
中
の
「
豊
か

な
心
の
育
成
」
と
あ
る
が
、
具
体

的
な
取
組
は
。

答
（
教
育
長
）  

小
学
５
年
と
中
学
２
年
を
対
象

に
、
夢
と
希
望
を
持
ち
主
体
性
や
協
調

性
を
育
む
目
的
に
、「
夢
の
教
室
」
を

実
施
し
て
い
る
。

問
「
夢
の
教
室
」
は
平
成
22
年
度
か

ら
実
施
さ
れ
て
い
る
が
、
児
童
生

徒
に
ど
の
よ
う
な
変
化
や
成
果
が
現
れ

て
い
る
か
。

答
（
学
校
教
育
課
長
） 

 
努
力
す
る
こ
と
、
失
敗
し
て
も
あ

き
ら
め
ず
積
極
的
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る

こ
と
、
何
事
に
も
挑
戦
し
よ
う
と
意
欲

が
高
ま
っ
た
。

問
体
力
、
運
動
能
力
の
結
果
を
ど
う

捉
え
る
か
。

答
（
学
校
教
育
課
長
） 

 

体
力
合
計
点
の
結
果
で
は
、
本
町

の
小
学
５
年
生
の
男
子
は
全
国
平
均
を

下
回
り
、
女
子
は
上
回
っ
て
お
り
、
中

学
生
は
２
年
生
男
子
、
女
子
と
も
に
大

幅
に
上
回
る
結
果
で
あ
っ
た
。
今
後
も

体
力
向
上
の
強
化
を
図
る
。

問
食
育
の
推
進
は
ど
の
よ
う
に
取
組

ん
で
い
る
の
か
。

答
（
学
校
教
育
課
長
） 

 

健
康
教
育
全
体
計
画
、
教
育
指
導

全
体
計
画
を
策
定
し
、
保
健
や
体
育
、

給
食
、
安
全
と
連
動
し
た
目
標
を
掲
げ
、

食
事
の
マ
ナ
ー
、
箸
や
食
器
の
持
ち
方
、

食
べ
方
、
食
物
の
生
産
者
へ
の
感
謝
の

気
持
ち
等
、
指
導
を
行
っ
て
い
る
。

問
身
体
的
な
発
達
段
階
に
応
じ
た
性

に
関
す
る
教
育
は
、
ど
の
よ
う
に

取
組
ん
で
い
る
か
。

答
（
学
校
教
育
課
長
） 

 

小
学
４
年
生
の
保
健
の
授
業
の
中

で
、
体
の
発
育
と
発
達
の
学
習
を
し
て

い
る
。
思
春
期
に
起
こ
る
体
の
変
化
、

男
子
で
は
精
通
、
女
子
で
は
初
経
と

い
っ
た
、
仕
組
み
や
性
の
働
き
に
つ
い

学校、家庭、地域が連携して取組む答

荒
あら
木
き
　睦

むつ
子
こ

議員

て
も
学
習
し
て
い
る
。

問
学
校
の
指
導
と
家
庭
の
指
導
、
連

携
す
る
こ
と
が
一
番
で
あ
る
。
そ

う
い
う
こ
と
か
ら
、
親
子
で
講
演
会
等

を
実
施
し
て
い
る
か
。

答
（
学
校
教
育
課
長
） 

 

授
業
参
観
時
に
学
級
懇
談
会
、
家

庭
教
育
講
演
会
で
保
護
者
を
対
象
と
し

た
研
修
会
を
開
催
し
て
い
る
。
ま
た
、

保
健
だ
よ
り
を
通
じ
て
、
各
家
庭
へ
の

通
知
や
啓
発
を
行
っ
て
い
る
。

豊かな心と健やかな体の育成とは

憧れのアスリートと

健やかな成長を

潮さい（R6.5.15 No.157）潮さい（R6.5.15 No.157）

一 般 質 問
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町
政
を
問
う

本町を取り巻く環境も大きく変化し
職員の政策形成能力が必要である

政
策
形
成
能
力
の
必
要
性
に
対
す
る

本
町
の
認
識
に
つ
い
て
伺
う
。

答
（
町
長
） 

 

少
子
高
齢
化
や
住
民
ニ
ー
ズ
の
多

様
化
、
多
文
化
共
生
の
推
進
や
感
染
症

へ
の
対
応
、
行
政
の
デ
ジ
タ
ル
化
等
本

町
を
取
り
巻
く
環
境
も
大
き
く
変
化
し

て
い
る
。
そ
う
い
っ
た
社
会
情
勢
の
変

化
は
職
員
が
担
っ
て
い
た
業
務
の
性
質

に
も
変
化
を
与
え
て
お
り
、
そ
の
変
化

に
対
応
で
き
る
能
力
と
し
て
、
政
策
形

成
能
力
の
必
要
性
に
つ
い
て
は
認
識
を

し
て
い
る
。

問
本
町
で
は
職
員
の
政
策
形
成
能
力

の
向
上
を
目
指
し
て
い
る
と
思
う

が
、
こ
の
能
力
が
人
事
評
価
に
ど
の
よ

う
に
反
映
さ
れ
て
い
る
か
。

答
（
町
長
） 

 

政
策
形
成
能
力
の
人
事
評
価
へ
の

反
映
に
つ
い
て
は
、
職
員
の
階
層
ご
と

で
異
な
る
も
の
の
、
能
力
評
価
の
中
で

創
意
工
夫
力
、
企
画
提
案
力
や
政
策
形

成
力
等
の
項
目
に
お
い
て
、
評
価
に
反

映
し
て
い
る
。

問
住
民
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
等
で

は
デ
ー
タ
分
析
は
も
ち
ろ
ん
の
こ

と
、
デ
ー
タ
収
集
の
設
計
段
階
か
ら
統

計
学
等
の
専
門
性
が
求
め
ら
れ
る
。
ま

た
、
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
の
正
確
な
分
析
に

も
専
門
的
な
知
見
が
必
要
で
あ
る
。
本

町
に
お
い
て
、
そ
の
よ
う
な
デ
ー
タ
分

析
に
あ
た
っ
て
ど
の
よ
う
な
体
制
で

行
っ
て
い
る
か
。

答
（
町
長
） 

 

総
合
振
興
計
画
等
の
計
画
策
定
で

は
、
策
定
委
員
会
委
員
に
大
学
の
教
授

を
委
嘱
し
た
り
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の

目
的
を
明
確
化
し
た
う
え
で
そ
の
調
査

と
分
析
の
み
を
業
者
へ
委
託
す
る
等
専

門
的
な
知
見
を
活
用
し
て
い
る
。

問
職
員
の
政
策
形
成
能
力
を
高
め
る

上
で
は
、
外
部
に
委
託
せ
ず
、
職

員
自
身
で
調
査
研
究
や
企
画
立
案
の
実

践
や
経
験
を
し
た
上
で
の
、
庁
内
で
の

ノ
ウ
ハ
ウ
の
蓄
積
が
重
要
だ
と
考
え
て

い
る
。
企
画
や
計
画
に
関
す
る
外
部
委

託
料
と
金
額
に
つ
い
て
、
令
和
３
年
度

か
ら
令
和
５
年
度
ま
で
の
３
年
分
は
ど

れ
だ
け
か
。

答
（
町
長
） 

 

令
和
３
年
度
、
企
画
に
関
す
る
外

部
委
託
本
数
は
15
本
、
そ
の
委
託
料
合

計
額
は
４
６
８
１
万
円
、
計
画
に
関
す

る
外
部
委
託
本
数
は
３
本
、
そ
の
委
託

料
合
計
額
は
２
０
４
５
万
円
。
令
和
４

年
度
、
企
画
に
関
す
る
外
部
委
託
本
数

は
24
本
、
そ
の
委
託
料
合
計
額
は

７
６
５
４
万
円
、
計
画
に
関
す
る
外
部

委
託
本
数
は
４
本
、
そ
の
委
託
料
合
計

額
は
１
５
９
０
万
円
。
令
和
５
年
度
、

現
在
進
行
中
の
も
の
も
含
め
、
令
和
５

年
度
に
お
け
る
企
画
に
関
す
る
外
部
委

託
本
数
は
24
本
で
、
そ
の
委
託
料
の
合

計
額
は
３
７
６
４
万
円
と
な
っ
て
い
る
。

　
ま
た
、
計
画
に
関
す
る
外
部
委
託
本

数
は
４
本
で
、
そ
の
委
託
料
の
合
計
額

は
１
２
３
９
万
円
と
な
っ
て
い
る
。

地域や組織を改善するために
職員の政策形成能力の向上を

答

竹
たけ
本
もと
　信

しん
次
じ

議員

本町を取り巻く環境の変化

多種多様な課題の発生・拡大

課題を解決可能な政策手段の企画・立案の必要性の増大

①�現場情報の獲得
　のための
　組織体制の整備

②職員の政策形成
　能力の向上

③適切な資源分配
　実現のための政策
　評価体制の整備

政策形成能力を高める組織づくりを

潮さい（R6.5.15 No.157）潮さい（R6.5.15 No.157）

一 般 質 問
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町
政
を
問
う

一般質問の原稿は、質問者の提出原稿をもとに一部校正しています。

両
中
学
校
は
70
年
余
り
の
歴
史
を
刻

み
、
多
く
の
人
材
と
良
い
伝
統
を

創
っ
て
き
た
。
ま
た
学
校
行
事
は
生
徒

の
成
長
に
大
き
な
役
割
を
果
た
し
た
。

こ
れ
ま
で
の
思
い
出
の
品
々
や
記
録
品

の
保
存
と
継
承
は
ど
う
扱
う
の
か
。

答
（
教
育
長
）  

両
校
の
校
旗
、
校
歌
、
校
訓
、
過

去
の
卒
業
ア
ル
バ
ム
等
は
保
存
継
承
が

必
要
だ
。
机
や
教
材
等
は
再
利
用
す

る
。
卒
業
生
個
々
の
思
い
出
の
品
は
持

ち
帰
っ
て
い
た
だ
く
。

問
学
校
は
無
く
な
っ
て
も
思
い
出
の

品
々
や
記
録
の
保
存
継
承
が
あ
れ

ば
愛
校
心
も
湧
い
て
く
る
。
卒
業
生
や

地
域
に
と
っ
て
も
思
い
出
の
数
々
が
保

存
継
承
さ
れ
る
場
所
が
あ
れ
ば
嬉
し
い
。

保
管
場
所
を
ど
う
考
え
る
か
。

答
（
中
学
校
統
合
推
進
室
長
） 

 

今
回
の
改
修
で
旧
学
校
資
料
室
を

準
備
し
、
収
録
展
示
、
集
い
の
場
と
な

る
よ
う
考
え
て
い
る
。

問
中
学
校
の
思
い
出
は
青
春
の
１

ペ
ー
ジ
で
あ
る
。
古
い
校
舎
や
学

校
生
活
の
写
真
等
を
デ
ー
タ
化
し
て
保

存
継
承
す
る
考
え
は
な
い
か
。

答
（
中
学
校
統
合
推
進
室
長
） 

 

現
在
デ
ジ
タ
ル
化
さ
れ
た
写
真
は

そ
の
ま
ま
デ
ー
タ
保
存
し
、
過
去
の
古

い
写
真
等
は
デ
ジ
タ
ル
デ
ー
タ
化
し
保

存
し
て
い
き
た
い
。

問
文
化
財
保
護
委
員
が
特
に
力
を
入

れ
て
い
る
の
は
。

答
（
生
涯
学
習
課
長
） 

 

冊
子
資
料
や
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
を

活
用
し
た
出
前
講
座
を
行
っ
て
い
る
。

小
学
校
、
各
種
団
体
、
行
政
区
に
案
内

し
、
参
加
者
は
町
の
歴
史
や
文
化
財
を

知
る
こ
と
で
喜
ば
れ
て
い
る
。

問
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
改
修
予
算

が
可
決
さ
れ
た
。
福
祉
、
子
育
て
、

教
育
、
ま
ち
づ
く
り
ま
で
つ
な
が
る
交

流
施
設
に
期
待
す
る
。
地
域
の
歴
史
や

伝
統
、
く
ら
し
の
知
恵
等
の
地
域
学
を

学
ぶ
コ
ー
ナ
ー
等
を
造
っ
て
は
ど
う
か
。

答
（
ま
ち
づ
く
り
課
長
）

高
齢
者
と
子
ど
も
達
が
伝
統
文
化

の
学
び
合
い
を
通
じ
て
地
域
力
が
ア
ッ

プ
し
、
町
の
活
性
化
に
繋
が
る
よ
う
調

整
す
る
。
今
後
、
教
育
、
子
育
て
の
分

野
と
連
携
し
、
事
業
を
検
討
す
る
。

校旗、校歌、校訓等を保存し
継承の場を設ける答

福
ふく
本
もと
みや子

こ

議員

閉校する両中学校の記録の保存と
継承は

記録と記憶が詰まっている
記念誌ができた

子どものパワーで元気になるよ

条
例
を
定
め
補
助
金
を
支
援

答 文
化
遺
産
や
伝
統
行
事
の

　
保
存
と
継
承
の
現
状
と
取
組
は

潮さい（R6.5.15 No.157）潮さい（R6.5.15 No.157）

一 般 質 問
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町
政
を
問
う

通
信
ア
プ
リ
（
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
）
の
利
用

者
の
情
報
約
51
万
件
が
流
出
し
た

可
能
性
が
あ
る
問
題
で
、
総
務
省
が
Ｌ

Ｉ
Ｎ
Ｅ
ヤ
フ
ー
へ
の
行
政
指
導
を
検
討

し
て
い
る
こ
と
が
マ
ス
コ
ミ
で
報
じ

ら
れ
た
。
情
報
管
理
の
体
制
の
不
備

を
問
題
視
し
て
お
り
、
業
務
委
託
先

の
監
督
の
強
化
等
を
求
め
る
と
あ
っ

た
。 

 
 

 
 

１
、
個
人
情
報
の
流
出
の
把
握
は
で
き

て
い
る
か
。 

 
 

 
２
、
本
町
の
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
体
制
は

万
全
か
。 
 

 
 

３
、
シ
ス
テ
ム
運
用
面
で
問
題
は
発
生

し
て
い
な
い
か
。

答
（
町
長
） 

 

先
般
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
利
用
者
の
情
報
流

出
に
か
か
る
報
道
発
表
が
あ
っ
た
が
、

現
在
本
町
が
利
用
し
て
い
る
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ

の
シ
ス
テ
ム
は
全
く
別
の
シ
ス
テ
ム
で

あ
り
、
今
回
の
情
報
流
出
に
よ
る
個
人

情
報
の
流
出
は
あ
っ
て
い
な
い
。
ま
た
、

町
の
個
人
情
報
等
に
つ
い
て
は
、
Ｌ
Ｉ

Ｎ
Ｅ
の
シ
ス
テ
ム
と
は
連
携
し
て
い
な

い
の
で
、
個
人
情
報
が
流
出
す
る
と

い
っ
た
問
題
は
な
い
も
の
と
考
え
て
い

る
。
最
後
に
、
特
段
シ
ス
テ
ム
運
用
面

に
関
す
る
問
題
は
あ
っ
て
い
な
い
。

個人情報の取扱は十分注意している答

磯
いそ
野
の
　博

ひろし

議員

問
玉
名
圏
域
定
住
自
立
圏
の
構
成
自

治
体
と
玉
名
署
等
の
取
組
と
し

て
、
悪
質
な
訪
問
販
売
業
者
へ
の
警
告

ス
テ
ッ
カ
ー
等
が
配
布
さ
れ
て
い
る
。

本
町
も
、
荒
尾
市
と
荒
尾
警
察
署
と
で

さ
ら
な
る
防
犯
の
取
組
を
加
速
し
て
は

ど
う
か
。

ＬＩＮＥで個人情報のやりとりを
していないか

便利な反面リスクもありますよ

共
通
の
取
組
を
提
案
す
る

答 ２
市
４
町
で
取
組
を

答
（
町
長
） 

 

荒
尾
市
、
荒
尾
警
察
署
と
も
協
議

し
、
訪
問
販
売
お
断
り
の
ス
テ
ッ
カ
ー

の
作
成
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
き
た
い
。

問
２
市
４
町
と
玉
名
署
、
荒
尾
署
と

で
さ
ら
な
る
取
組
が
で
き
た
ら
と

思
う
。
首
長
同
士
で
協
議
し
て
は
ど
う

か
。答

（
町
長
） 

 

有
明
広
域
行
政
事
務
組
合
の
理
事

会
等
で
提
案
し
て
い
こ
う
と
思
う
。

さらなる防犯の取組を

潮さい（R6.5.15 No.157）潮さい（R6.5.15 No.157）

一 般 質 問
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町
政
を
問
う

一般質問の原稿は、質問者の提出原稿をもとに一部校正しています。

旧
長
洲
中
学
校
敷
地
は
、
都
市
計
画

区
域
内
で
用
途
変
更
す
る
場
合
、

い
ろ
い
ろ
な
制
限
を
受
け
る
検
討
は
し

て
い
る
か
。
ま
た
、
地
中
熱
換
気
シ
ス

テ
ム
や
空
調
等
の
維
持
管
理
は
ど
の
よ

う
に
行
う
か
。

答
（
町
長
） 

 

法
令
へ
の
適
合
に
必
要
な
措
置
を

確
認
し
、
検
討
し
て
い
く
。
地
中
熱
利

用
の
換
気
シ
ス
テ
ム
は
基
本
稼
働
を
停

止
す
る
が
、
保
全
に
取
組
ん
で
い
く
。

問
統
合
に
よ
り
廃
止
と
な
る
旧
長
洲

中
学
校
の
校
舎
及
び
敷
地
等
、
今

後
の
利
活
用
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
考

え
る
か
。

答
（
町
長
） 

 

庁
内
に
検
討
委
員
会
を
設
け
て
必

要
な
事
務
の
処
理
や
課
題
の
洗
出
し
を

行
っ
て
い
る
。
具
体
的
な
利
活
用
方
法

は
、
広
く
意
見
を
聞
き
な
が
ら
決
定
し

た
い
。

問
校
舎
の
老
朽
度
調
査
は
検
討
し
た

か
。

答
（
ま
ち
づ
く
り
課
長
）  

昨
年
度
に
実
施
し
た
。
そ
の
結

果
、
建
物
の
沈
下
も
な
く
、コ
ン
ク
リ
ー

ト
の
圧
縮
強
度
、
中
性
化
も
問
題
な
く
、

鉄
筋
の
腐
食
等
も
進
ん
で
い
な
か
っ
た
。

問
利
活
用
に
つ
い
て
住
民
の
声
、
利

用
者
の
ニ
ー
ズ
把
握
は
ど
う
か
。

答
（
町
長
） 

 

地
域
へ
の
説
明
会
等
開
催
、
町
の

素
案
を
示
し
た
上
で
ニ
ー
ズ
を
把
握
し

て
い
き
た
い
。

問
全
国
的
に
様
々
な
活
用
例
が
あ

り
、「
み
ん
な
の
廃
校
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」（
文
部
科
学
省
）、
地
域
活
性
化

セ
ン
タ
ー
の
「
未
来
構
想
」
等
参
考
に

し
て
み
て
は
。

答
（
町
長
） 

 

様
々
な
事
例
を
参
考
に
活
用
方
法

を
検
討
し
て
い
る
。
荒
尾
・
玉
名
管
内

の
ほ
か
、
先
進
的
活
用
を
行
っ
て
い
る

自
治
体
等
に
話
を
聞
く
等
調
査
し
て
い

る
。問

誰
も
が
参
加
で
き
、
若
者
に
夢
と

希
望
を
与
え
る
施
設
に
変
わ
っ
て

ほ
し
い
。
地
域
の
意
見
集
約
や
サ
ウ
ン

デ
ィ
ン
グ
調
査
等
の
予
定
は
あ
る
か
。

答
（
ま
ち
づ
く
り
課
長
）  

幅
広
く
意
見
を
募
る
た
め
、
サ
ウ

ン
デ
ィ
ン
グ
等
に
つ
い
て
も
検
討
し
て

い
き
た
い
。

結
び
福
岡
市
の
大
名
小
学
校
で
は
ス

タ
ー
ト
ア
ッ
プ
支
援
施
設
を
設

け
地
域
の
雇
用
創
出
や
経
済
発
展
を
目

指
し
て
い
る
。
そ
う
い
う
例
も
あ
る
の

で
参
考
に
し
て
ほ
し
い
。

浦
うら
邊
べ
　朝

とも
章
あき

議員

旧長洲中学校の今後の利活用に
ついて

答 検討委員会を設け広く意見を聞きながら
決定していく

利活用に期待する

参考にしてみては

潮さい（R6.5.15 No.157）潮さい（R6.5.15 No.157）

一 般 質 問
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